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平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
預
貯
金

口
座
付
番
の
た
め
、
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
と
い

う
）
お
よ
び
国
税
通
則
法
等
の
改
正

法
が
施
行
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
施

行
を
前
に
、
実
務
的
な
対
応
の
ポ
イ

ン
ト
と
留
意
点
を
確
認
す
る
。

預
貯
金
口
座
付
番
の
対
応
を
正
確

に
行
う
前
提
と
し
て
、
預
貯
金
口
座

付
番
の
法
律
上
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
改
め
て
整
理
す
る
。
こ
れ
を
理
解

し
て
お
け
ば
、
体
制
整
備
や
窓
口
の

対
応
で
誤
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
は

ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
は
、

個
人
番
号
関
係
事
務
実
施
者
（
同
法

２
条
11
項
、
13
項
）
す
な
わ
ち
金
融

機
関
を
含
む
民
間
企
業
は
、
同
法
９

条
３
項
が
定
め
る
場
合
に
の
み
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（
注
１
）。

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
９
条

３
項
を
見
て
み
る
と
、
平
成
30
年
１

月
１
日
改
正
よ
り
前
の
条
文
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
利
用
範
囲
）

９
条

３
　
健
康
保
険
法
…（
略
）…
第
48
条
若

し
く
は
第
１
９
７
条
第
１
項
、
…（
略
）

…
、
所
得
税
法
…（
略
）…
第
２
２
５
条

か
ら
第
２
２
８
条
の
３
の
２
ま
で
、
…

（
略
）…
そ
の
他
の
法
令
又
は
条
例
の
規

定
に
よ
り
（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
様
）、

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
行
政
機

関
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人

等
そ
の
他
の
行
政
事
務
を
処
理
す
る
者

又
は
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執

行
機
関
に
よ
る
第
一
項
又
は
前
項
に
規

定
す
る
事
務
の
処
理
に
関
し
て
必
要
と

さ
れ
る
他
人
の
個
人
番
号
を
記
載
し
た

書
面
の
提
出
そ
の
他
の
他
人
の
個
人
番

号
を
利
用
し
た
事
務
を
行
う
も
の
と
さ

れ
た
者
は
、
当
該
事
務
を
行
う
た
め
に

必
要
な
限
度
で
個
人
番
号
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
当
該
事
務
の
全
部
又

は
一
部
の
委
託
を
受
け
た
者
も
、
同
様

と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
健
康
保
険
法
や
所

得
税
法
等
（
注
２
）
と
い
っ
た
様
々

な
法
令
ま
た
は
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

し
た
事
務
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
者

は
、
当
該
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要

な
限
度
で
の
み
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
で
き
る
、
と
定
め
て
い
る
の

特
別
解
説

牛
島
総
合
法
律
事
務
所
 弁
護
士
　
影
島
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
預
貯
金
口
座
付
番
の
対
応
と
留
意
点

一
　
預
貯
金
口
座
付
番
の

法
的
整
理
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一
　
は
じ
め
に

「
FinTech（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）」

と
は
、「
金
融
（
finance）」
と
「
技

術
（
technology）」
を
合
わ
せ
た

造
語
で
あ
り
、
近
年
、
FinTechの

も
と
、
多
様
な
金
融
分
野
で
、
ク
ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ａ

Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
従

来
に
は
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
考
案

さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
（
注
１
）。
既
存
の
金
融

機
関
に
よ
る
FinTechへ
の
取
組
み

も
進
ん
で
お
り
、
金
融
機
関
が
独
自

に
FinTechビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
・
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
FinTechに

よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
提
供

す
る
企
業
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
リ

サ
ー
チ
・
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど

FinTechビ
ジ
ネ
ス
の
前
提
と
な
る

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
な

ど
、
国
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

含
む
FinTech関
連
業
務
を
営
む
企

業
と
の
業
務
提
携
も
し
く
は
、
そ
の

よ
う
な
企
業
へ
の
出
資
を
行
う
事
例

も
増
え
て
き
て
い
る
。

金
融
機
関
に
は
業
態
ご
と
に
銀
行

法
、
金
融
商
品
取
引
法
、
保
険
業

法
、
信
託
業
法
な
ど
の
金
融
規
制
法

が
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
FinTech

関
連
企
業
と
業
務
・
資
本
提
携
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

法
令
に
基
づ
く
金
融
規
制
に
抵
触
し

な
い
態
様
で
提
携
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
FinTechビ
ジ

ネ
ス
の
中
に
は
、
顧
客
（
潜
在
的
な

顧
客
）
に
関
す
る
情
報
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
よ
う
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な

く
、
FinTechに
お
け
る
業
務
提
携

に
お
い
て
、
当
事
者
双
方
の
保
有
す

る
情
報
の
共
同
利
用
が
重
要
な
要
素

と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
、
金
融
機
関
が
保
有
す

る
情
報
を
FinTech関
連
企
業
に
提

供
す
る
こ
と
が
、
情
報
管
理
規
制
に

抵
触
し
な
い
か
検
討
を
要
す
る
。
さ

ら
に
、
FinTechビ
ジ
ネ
ス
の
中
に

は
、
従
来
の
法
令
が
想
定
し
て
い
な

い
態
様
の
も
の
も
多
く
、
規
制
の
適

用
関
係
が
不
明
確
な
場
合
も
あ
る

が
、
金
融
機
関
の
側
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
し
て
も
、
提
携
を
行
お
う

と
す
る
FinTech関
連
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
適
法
に
な
さ
れ
る
も
の
な
の

か
検
証
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
ビ
ジ

ネ
ス
自
体
は
適
法
に
な
さ
れ
う
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
も
、
情
報
管
理
、

顧
客
保
護
、
反
社
会
的
勢
力
対
応
等

の
体
制
に
問
題
が
な
い
か
ど
う
か
の

確
認
も
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
金
融
機
関
が
FinTech関
連
企

業
と
業
務
・
資
本
提
携
を
行
お
う
と

す
る
場
合
に
は
、
多
様
な
観
点
か
ら

規
制
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
留
意
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
銀
行
が
FinTech関

連
企
業
と
の
業
務
・
資
本
提
携
を
行

う
場
合
を
念
頭
に
、
一
般
的
に
考
慮

す
べ
き
規
制
上
の
留
意
点
・
着
眼
点

を
整
理
す
る
。

二
　
子
会
社
保
有
規
制
・

議
決
権
保
有
規
制

１
　
子
会
社
保
有
規
制

業
務
・
資
本
提
携
の
態
様
と
し

て
、
銀
行
が
FinTech関
連
企
業
自

身
を
子
会
社
と
し
た
り
、
FinTech

関
連
企
業
と
の
合
弁
会
社
を
設
立

し
、
子
会
社
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
銀
行
は
、
金
融

関
連
分
野
を
中
心
と
す
る
一
定
の
範

１ 金融機関とFinTech関連企業の連携
における規制上の留意点

●ＴＯＰＩＣ●

地域金融機関と
FinTechの活用
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２
０
１
９
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審
査
に

向
け
て
、
金
融
庁
は
、
所
管
金
融
機

関
に
対
し
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
（
以
下
、

「
マ
ネ
ロ
ン
等
」
と
い
う
）
防
止
態

勢
の
整
備
に
向
け
た
対
応
を
促
し
て

い
る
。

従
来
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査
で
は
技
術

的
遵
守
状
況
（
Ｔ
Ｃ
：
Technical

Com
pliance）
の
み
が
審
査
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
４
次
審
査

で
は
技
術
的
遵
守
状
況
に
加
え
、
有

効
性
（
Effectiveness）
も
審
査
の

対
象
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
各
金
融

機
関
は
２
０
１
８
年
中
に
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
で
の
実
質
的
・
実
効
的
な
マ
ネ

ロ
ン
等
防
止
態
勢
の
整
備
を
行
う
こ

と
が
急
務
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
地

域
金
融
機
関
に
お
け
る
態
勢
の
整
備

に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
そ
の
不
備

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
連
載
で
は
、
マ
ネ
ロ

ン
等
の
態
勢
整
備
の
高
度
化
を
図
る

う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
、
解
説
を
試
み
た

い
。

第
１
回
で
あ
る
本
稿
で
は
、
ま
ず

金
融
庁
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現

状
と
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
態
勢

整
備
に
つ
い
て
述
べ
る
。

な
お
、
本
稿
の
意
見
に
わ
た
る
部

分
に
つ
い
て
は
筆
者
の
個
人
的
見
解

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
現
在

所
属
す
る
法
人
お
よ
び
過
去
に
所
属

し
た
組
織
・
団
体
の
意
見
・
見
解
を

表
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対

日
相
互
審
査

１
　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
審
査
の

特
徴

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査
で
は
技
術
的
遵
守

状
況
（
Ｔ
Ｃ
：
Technical Com
pli-

ance）
の
み
が
審
査
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
が
、
第
４
次
審
査
で
は
技

術
的
遵
守
状
況
に
加
え
、
有
効
性

（
Effectiveness）
も
審
査
の
対
象

と
な
る
。

技
術
的
遵
守
状
況
と
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
勧
告
の
内
容
に
即
し
て
法
令
の
整

備
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ

マネー・ローンダリングおよび
テロ資金供与対応最前線

第
１
回

金融庁によるモニタリングの現状と
金融機関に期待される態勢整備
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